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【今月の表紙】

　2月4日、小代中学校グラウンドで第 23回兵庫県雪合戦大会が開

催され、一般の部・ジュニアの部合わせて20チームが出場しました。

シェルターに身を隠しつつ、隙をみて果敢に相手のフラッグを狙いに

行くなど、さまざまな戦略を見せながら熱戦を繰り広げました。

受ける健（検）診　受け取る安心
　～年に一度は健診を受けましょう～ 

　～他者への配慮を忘れずに～他 慮 ず他 慮 ず
3 月 13 日からマスク着用緩和3月 13 日からマスク着用緩和

住民サービスの向上に向けて住民 向向 向け向向向向向住民 向向向向向向向 向け向

手続きなどのデジタル化で手続きなどのデジタル化で
　より便利に、負担が少なくなります　より便利に、負担が少なくなります

香美町地域防災計画の
見直しを行いました見直しを行いました

まちの防災対策の要まちの防災対策の要
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ぴったりサービス（手続の検索・電子申請）

市町村とカテゴリなどを入力して手続きを検索できます。

https://myna.go.jp/SCK1501_02_001/SCK1501_02_001_Init.form

マイナポータルとは

マイナンバーカードを使ってできることを確認できます。

https://myna.go.jp/html/about_mynaportal.html

使い方（地方公共団体の手続に申請する）

手続きについて電子申請をするための操作方法を確認できます。

https://img.myna.go.jp/manual/03-10/0180.html
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サービスサービス
・制度・制度 手続名手続名 担当課担当課 連絡先連絡先

子育て関係

児童手当等の受給資格及
び児童手当の額について
の認定請求

福祉課 36・1964

児童手当等の額の改定の
請求及び届出
氏名変更／住所変更等の
届出
受給事由消滅の届出
未支払の児童手当等の請
求
児童手当等に係る寄付の
申出
児童手当に係る寄付変更
等の申出
受給資格者の申出による
学校給食費等の徴収等の
申出
受給資格者の申出による
学校給食費等の徴収等の
変更等の申出
児童手当等の現況届
保育施設等の利用申込

こども教育課 94・0101
保育施設等の現況届

妊娠の届出
健康課

（保健センター）
36・5008

サービスサービス
・制度・制度 手続名手続名 担当課担当課 連絡先連絡先

介護保険関係

要介護・要支援認定の申
請

福祉課 36・4345

要介護・要支援更新認定
の申請
要介護・要支援状態区分
変更認定の申請
居宅（介護予防）サービ
ス計画作成（変更）依頼
の届出
介護保険負担割合証の再
交付申請
介護保険被保険者証の再
交付申請
高額介護（予防）サービ
ス費の支給申請
介護保険負担限度額認定
申請
居宅介護（介護予防）福
祉用具購入費の支給申請
居宅介護（介護予防）住
宅改修費の支給申請
住所移転後の要介護・要
支援認定申請

被災者支援関係 罹（り）災証明書の発行申請 防災安全課 36・1190
引越し関係 転出届・転入（転居）予約 町民課 36・1110

ぴったりサービス手続き一覧
以下の手続きについてぴったりサービスを利用できます。

※ 電子申請手続による受理日は、申請書送信処理を行った日付を受理日とします。※ 電子申請手続による受理日は、申請書送信処理を行った日付を受理日とします。
※ 手続きの中には、添付書類を省略できないものがあります。また、申請後に来庁が必要な場合もあります。※ 手続きの中には、添付書類を省略できないものがあります。また、申請後に来庁が必要な場合もあります。
※各手続きの詳細は、担当課にお問い合わせください。※各手続きの詳細は、担当課にお問い合わせください。
※転入は、転入先の市区町村役場（所）で手続きが必要です。※転入は、転入先の市区町村役場（所）で手続きが必要です。

Ａ
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導
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し
ま
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Ｉ
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ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
導
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AI は、利用実績を学習することで回答精

度を高めていきます。最初はうまく回答で

きない場合がありますが、改善を重ねてい

きますので、ご理解をお願いします。

『ゴミの分別ガイド』機能もあります。

ゴミの分別に困ったときは、ぜひ利

用してください。

ご利用はこちらの
QRコードから！
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令和 5年 2月 27日現在新新型コロナワクチン接種状況
接種対象人数

（人）
接種者数

（人）
接種率
（％）

総人口接種率
（％）

初回（1回目・2回目） 16,405 14,216 86.7 86.4

3 回目

65 歳以上 6,359 6,200 97.5
12 ～ 64 歳 7,648 6,410 83.8
5 ～ 11 歳 209 90 43.1
6 カ月～ 4歳 325 1 0.3
合計 14,541 12,701 87.3 77.2

4 回目
60 歳以上 7,340 6,729 91.7
12 ～ 59 歳 5,270 2,790 52.9
合計 12,610 9,519 75.5 57.9

5 回目
60 歳以上 6,729 5,644 83.9
12 ～ 59 歳 2,790 547 19.6
合計 9,519 6,191 65.0 37.6

オミクロン株
対応ワクチン

60 歳以上 7,552 6,163 81.6
12 ～ 59 歳 6,455 2,832 43.9
合計 14,007 8,995 64.2 54.7

※オミクロン株対応ワクチン対象者は、初回（1回目・2回目）接種が終了した人
※総人口は16,448人（令和4年 1月 1日現在）で算出
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着
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。
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時

• 

重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
人
が
混
雑
し
た
場

所
に
行
く
時

• 

通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
等
混
雑
し
た
電
車
や
バ

ス
に
乗
車
す
る
時
（
全
員
の
着
席
が
可
能

な
新
幹
線
や
高
速
バ
ス
は
除
く
）

　

重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
人
が
多
く
入
院
・

生
活
す
る
医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設
な
ど
の

従
事
者
は
、
勤
務
中
の
マ
ス
ク
の
着
用
が
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

卒
業
式
は
「
児
童
生
徒
お
よ
び
教
職
員
は

マ
ス
ク
を
着
用
せ
ず
に
出
席
す
る
こ
と
」
を

基
本
と
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
教
育
活
動
は

４
月
１
日
以
降
「
マ
ス
ク
の
着
用
を
求
め
な

い
こ
と
」
が
基
本
と
な
る
通
知
が
行
わ
れ
る

予
定
で
、
こ
れ
を
受
け
、
協
議
・
決
定
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し

て
い
る
人
と
そ
の
同
居
家
族
、
症
状
が
あ
る

人
は
、
周
囲
の
人
に
感
染
を
広
げ
な
い
た
め
、

外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。
通
院
な
ど
や
む
を

得
ず
外
出
す
る
時
は
、
人
混
み
を
避
け
、
マ

ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

事
業
者
が
感
染
対
策
上
ま
た
は
事
業
上
の

理
由
な
ど
に
よ
り
、
利
用
者
ま
た
は
従
業
員

に
マ
ス
ク
の
着
用
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
「
業
種
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
見
直
し
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

役
場
で
は
、
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の
５
類
に

移
行
す
る
５
月
８
日
（
月
）
か
ら
見
直
す
こ

と
と
し
、
そ
れ
ま
で
は
、
勤
務
中
は
マ
ス
ク

を
着
用
し
ま
す
。
な
お
、
町
民
の
皆
さ
ん
は
、

個
人
の
判
断
に
お
任
せ
し
ま
す
。

　

本
人
の
意
思
に
反
し
て
、
マ
ス
ク
の

着
脱
を
強
い
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

４
月
以
降
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
継
続

し
ま
す
。
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
人
な

ど
に
は
、
春
か
ら
夏
（
５
〜
８
月
）
に

追
加
接
種
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
対

象
者
は
、
65
歳
以
上
の
人
、
重
症
化
リ

ス
ク
の
高
い
人
、
医
療
機
関
、
高
齢
者

・
障
害
者
施
設
な
ど
の
従
事
者
と
な
る

見
込
み
で
す
。
ま
た
、
秋
か
ら
冬
に
は
、

追
加
接
種
が
可
能
な
人
全
員
に
追
加
接

種
を
実
施
す
る
予
定
で
す
（
春
夏
追
加

接
種
を
受
け
た
人
も
含
む
）。

着
用
が
勧
め
ら
れ
る
場
面

着
用
が
勧
め
ら
れ
る
場
面

医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設

医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設

学
校
園
の
対
応

学
校
園
の
対
応

症
状
が
あ
る
場
合
な
ど
は
着
用
を

症
状
が
あ
る
場
合
な
ど
は
着
用
を

事
業
者
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に

事
業
者
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に

役
場
は

役
場
は
５
月
８
日
（
月
）

５
月
８
日
（
月
）
か
ら
か
ら

個
人
の
判
断
を
尊
重

個
人
の
判
断
を
尊
重
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内閣官房
業種別ガイドライン

●
問
い
合
わ
せ
先

●
問
い
合
わ
せ
先

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
防
災
安
全
課
内
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
（
防
災
安
全
課
内
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室（
役
場
健
康
課
内
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室（
役
場
健
康
課
内
）

　

国
が
方
針
決
定
次
第
、
５
月
か
ら
の
円
滑

な
ワ
ク
チ
ン
接
種
実
施
に
向
け
『
春
夏
追
加

接
種
の
意
向
調
査
』
を
行
い
ま
す
。
初
回
接

種
を
完
了
し
た
65
歳
以
上
の
人
に
往
復
は
が

き
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
３
月
中
に
回
答
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

意
向
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

意
向
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

〜
令
和
５
年
度
も
延
長
予
定
〜

〜
令
和
５
年
度
も
延
長
予
定
〜

な
ど
で
の
対
応

な
ど
で
の
対
応
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●問い合わせ先　役場防災安全課

　本町では、平成 19年 3月に「風水害等対策編」、「地震災害対策編」および「資料編」の 3編構成の「香美町

地域防災計画」を策定しています。この地域防災計画は、災害対策基本法（昭和 36年法律第 223 号）の規定に

より、国の中央防災会議が作成する防災基本計画に基づいて毎年検討、修正を行うこととなっています。

　平成 23年 3月 11 日に発生した東日本大震災、また、令和 2年の新型コロナウイルス感染症対応の教訓を踏

まえ、国は防災基本計画の、県は地域防災計画の見直しを図っています。このたび、これらの内容を踏まえたう

えで、令和 4年 12月に「香美町地域防災計画」の見直しを行いました。

まちの防災対策の要

香美町地域防災計画の香美町地域防災計画の
見直しを行いました見直しを行いました

１． 国の防災基本計画・県の地域防災計画の修

正を踏まえた見直し

①スクラムで取り組む地域防災力の向上

• 消防団を中核とした防災力の向上

• 中小企業などにおける事業継続の推進

• 災害ボランティアとの協働の促進

• 医療体制の強化

②“誰一人取り残さない”防災・減災対策の充実

• 避難対策の充実

•  自治体間などにおける相互応援人材の積極的な活用

• 災害リスクの的確な通知

③災害に強いレジリエントな県土づくりの推進

• 都市基盤の強靭化

• 危険な盛土対策の強化

２．その他の見直し

• 災害時の組織と配備体制について

• 風水害等対策編と地震災害対策編の共通内容の整理

• 地震災害対策編へ南海トラフ巨大地震の反映について

• 県立香住高等学校が保有する実習船の活用について

•  「災害時要援護者」の記載を「要配慮者」「避難行動

要支援者」へ整理

• その他

主な計画の見直し内容主な計画の見直し内容

　本町では、令和 5年 2月 13 日付で福山通運株式会社豊岡営業所と、2月 16 日付で株式会社ユースラ

ンドと、2月 20 日付けでエースター観光株式会社と、それぞれ「災害時等応援協定」を締結しました。

この協定は、本町での災害発生時などにおいて、両者が効果的な協力体制を迅速に構築することを目的と

したもので、内容は次のとおりです。

　災害応急対策において必要が生じたときは以下

の施設等への燃料の調達の協力を要請できる。

株式会社ユースランド

本町でででででででではははははは、はは 令和 5

「災害時等応援協定」「災害時等応援協定」を締結しました

　また、併せて養父営業所（養

父市八鹿町）の協力もいただ

けることとしています。

①防災備蓄品の避難所などへの配送

② 物資拠点施設から避難所などへの物資の配送

③ 物資拠点施設の運営補助など

④ その他必要とする事項

福山通運株式会社豊岡営業所

①被災者（滞留者を含む。）の輸送

② 災害応急対策に必要な要員、

資機材などの輸送

③ ボランティアの輸送

④ その他バスによる支援

エースター観光株式会社

①庁舎

② 町内に町が設置する避難所など（住民が自主的

に避難した地域の集会所などで町が避難所に指

定していないものも含む）

③ 災害応急対策、ライフラインなどの維持に重要

な施設および車両

④ 消防用自動車などの緊急対応車両

⑤ 医療関係施設のうち特に緊

急度の高いもの

⑥ その他燃料の供給が必要と

特に認められるもの
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まちからのお知らせ

税務課からの税務課からの
お知らせお知らせ

●問い合わせ先
　役場税務課

【
注
意
】

　

納
税
義
務
者
以
外
の
人
は
、
賃
貸
借
契

約
書
な
ど
権
利
が
確
認
で
き
る
書
類
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

　

納
税
義
務
者
は
、
自
分
が
納
付
す
べ
き
固

定
資
産
税
に
係
る
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
が
、

町
内
の
ほ
か
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
と
比

べ
て
適
正
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
縦
覧
期
間
・
場
所

　

４
月
３
日
（
月
）
〜
５
月
１
日
（
月
）

　

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

役
場
税
務
課
ま
た
は
各
地
域
局

●
縦
覧
で
き
る
人

　

固
定
資
産
税
納
税
義
務
者

　

※
手
数
料
は
無
料

●
縦
覧
で
き
る
帳
簿

• 

土
地
の
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者

　

「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」

（
土
地
の
所
在
地
、
地
目
、
地
積
、
価
格
）

• 

家
屋
の
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者

　

「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」

（
家
屋
の
所
在
地
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
価
格
）

●
縦
覧
に
必
要
な
も
の

　

納
税
通
知
書
、
本
人
確
認
の
で
き
る
書
類

令
和
５
年
度
固
定
資
産
評
価
額
の
縦
覧

令
和
５
年
度
固
定
資
産
評
価
額
の
縦
覧

固
定
資
産
税
台
帳
の
閲
覧

固
定
資
産
税
台
帳
の
閲
覧

　

納
税
義
務
者
は
、
自
分
が
所
有
す
る
固
定

資
産
の
課
税
台
帳
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
借
地
・
借
家
人
は
賃
貸
借
契
約
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
固
定
資
産
の
課
税
台
帳

を
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
閲
覧
時
間
・
場
所

　

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

役
場
税
務
課
ま
た
は
各
地
域
局

●
手
数
料

　

１
名
義
に
つ
き
３
０
０
円

　

※
た
だ
し
、
固
定
資
産
評
価
額
の
縦
覧
期

間
中
は
無
料

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

　

障
害
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
人
と
生
計
を

一
に
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
の

う
ち
、
障
害
の
あ
る
人
の
た
め
に
継
続
的
に

使
用
さ
れ
る
車
両
に
は
「
軽
自
動
車
税
の
減

免
措
置
」
が
あ
り
ま
す
。

●
減
免
申
請
書
提
出
期
間

　

４
月
３
日
（
月
）
〜
５
月
31
日
（
水
）

●
提
出
書
類

• 

軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書

• 

運
転
者
の
運
転
免
許
証
の
写
し

• 

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
写
し

• 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の

●
注
意
事
項

　

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
と
、
自
動

車
税
（
県
税
）
の
減
免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
利
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

軽
自
動
車
な
ど
の
申
告
に
つ
い
て

軽
自
動
車
な
ど
の
申
告
に
つ
い
て

　

軽
自
動
車
な
ど
を
取
得
、
廃
車
、
譲
渡
し

た
と
き
や
、
所
有
者
の
住
所
が
変
わ
っ
た
と

き
は
申
告
が
必
要
で
す
。

公
道
走
行
の
有
無
と
は

公
道
走
行
の
有
無
と
は

関
係
な
く
申
告
を
！

関
係
な
く
申
告
を
！

　

小
型
特
殊
自
動
車
に
該
当
す
る
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
や
乗
用
装
置
の
あ
る
ト
ラ
ク

タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
に
は
軽
自
動
車
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
車
両
を
所

有
し
て
い
る
人
は
、
公
道
走
行
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
標
識
交
付
申
請
を
し
て
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●車種ごとの申告先

車　種車　種 申 告 先申 告 先

原動機付自転車
小型特殊自動車

役場税務課または各地
域局

軽自動車（二輪）
二輪の小型自動
車

神戸運輸管理部姫路自
動車検査登録事務所
℡ 050・5540・2067

軽自動車（三輪
・四輪）

軽自動車検査協会兵庫
事務所姫路支所
℡ 050・3816・1848

●
申
告
に
必
要
な
も
の

　

原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自
動

車
に
関
す
る
申
告
事
項
と
必
要
な
も
の
は
次

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
窓
口
に
来
る
人
の
本
人
確
認
書
類

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な

ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●申告事項別の必要な添付書類など

申告事項申告事項 必要なもの必要なもの

新規取得
（標識交付申請）

• 販売店から購入したとき 販売証明書

• 町外から転入したとき
• 町外の人から譲り受けたとき

他市区町村で交付された
廃車証明書

名義変更 • 町内の人から譲り受けたとき 登録票

廃車
• 使用不能となったとき
• 町外へ転出するとき
• 町外の人へ譲り渡すとき

ナンバープレート、登録
票

盗難にあったとき 警察署の盗難届受理証明
書、登録票

町ホームぺージ
軽自動車等の申告
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KAMI INFORMATION

国民健康保険の国民健康保険の
届け出を届け出を
忘れずに！忘れずに！

●問い合わせ（請求）先
　役場健康課
　各地域局

国
民
健
康
保
険
に
加
入
（
喪
失
）

国
民
健
康
保
険
に
加
入
（
喪
失
）

し
た
と
き
は
届
け
出
を
！

し
た
と
き
は
届
け
出
を
！

　

会
社
の
健
康
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
た
場

合
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
へ
の
加
入
手

続
き
が
必
要
で
す
。

【
届
け
出
に
必
要
な
も
の
】 

•  

世
帯
主
お
よ
び
国
保
に
加
入
す
る
人
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

•  

窓
口
に
来
る
人
の
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

• 

健
康
保
険
資
格
喪
失
証
明
書

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が
会
社
の
健
康

保
険
に
加
入
す
る
場
合
、
国
保
を
脱
退
す
る

手
続
き
が
必
要
で
す
。

※ 

就
職
や
転
職
な
ど
に
よ
り
、
新
し
い
勤
務

先
が
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
手
続
き

を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
人
や
そ

の
家
族
の
人
が
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

【
届
け
出
に
必
要
な
も
の
】 

•  

世
帯
主
お
よ
び
国
保
を
喪
失
す
る
人
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

•  

窓
口
に
来
る
人
の
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

•  

会
社
の
健
康
保
険
証
ま
た
は
健
康
保
険
資

格
取
得
証
明
書

• 

本
町
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　

就
学
で
他
市
町
へ
住
民
票
の
住
所
を
移
す

と
き
は
、
学
生
特
例
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
届
け
出
に
必
要
な
も
の
】

•  
世
帯
主
お
よ
び
国
保
に
加
入
す
る
人
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

•  

窓
口
に
来
る
人
の
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

• 

在
学
証
明
書

第十一回第十一回
特別弔慰金の特別弔慰金の
請求は請求は

お済みですか？お済みですか？

●問い合わせ（請求）先
　役場福祉課
　各地域局

医
療
費
適
正
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

医
療
費
適
正
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

医
療
費
は
、
国
民
健
康
保
険
税
や
自
己
負

担
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
費
が
正

し
く
使
わ
れ
な
い
と
、
皆
さ
ん
の
家
計
や
保

険
財
政
を
圧
迫
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

加
入
者
一
人
一
人
が
国
民
健
康
保
険
の
使

え
る
範
囲
を
正
し
く
理
解
し
、
適
切
に
受
診

す
る
こ
と
が
医
療
費
の
適
正
化
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

接
骨
院
や
整
骨
院
で
の
受
診
に
は
、
健
康

保
険
が
適
用
さ
れ
る
場
合
と
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

正
し
く
施
術
を
受
け
る
た
め
、
受
診
時
に

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
負
傷
原
因
は
正
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

※ 

外
傷
性
が
明
ら
か
な
負
傷
で
な
い
場
合
、

国
民
健
康
保
険
は
使
え
ま
せ
ん
。

② 

医
療
機
関
（
病
院
、
診
療
所
な
ど
）
と
の

重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

※ 

同
一
の
負
傷
に
つ
い
て
同
時
期
に
医
療

機
関
と
接
骨
院
や
整
骨
院
を
重
診
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

③ 

施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
、
内
科
的

要
因
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
医
師
の
診

断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

④ 

「
療
養
費
支
給
申
請
書
」
の
内
容
を
確
認

し
て
か
ら
署
名
し
ま
し
ょ
う
。

　

※ 

負
傷
原
因
や
施
術
回
数
、
金
額
が
記
載

さ
れ
て
い
る
の
で
、
誤
り
が
な
い
か
を

し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
必
ず
領
収
書
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

交
通
事
故
・
他
人
の
ペ
ッ
ト
に
よ
る
噛
み

つ
き
・
食
中
毒
・
傷
害
事
故
な
ど
に
よ
る
治

療
で
本
町
の
国
民
健
康
保
険
証
を
使
っ
た
場

合
は
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
な
ど

の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、
で
き
る
限
り
早

く
役
場
健
康
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
病
院
窓
口
で
支
払
っ
た
一
部
負
担

金
以
外
の
医
療
費
な
ど
、加
害
者
（
第
三
者
）

が
支
払
う
べ
き
医
療
費
を
本
町
が
代
わ
り
に

医
療
機
関
に
支
払
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
後
日
、
本
町
か
ら
加
害
者
に
医
療
費
を

請
求
し
ま
す
。

●
支
給
対
象
者

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、
令

和
２
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
「
恩

給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」

な
ど
を
受
け
る
人
（
戦
没
者
な
ど
の
妻
や
父

母
な
ど
）
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
の
先

順
位
の
遺
族
一
人
に
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。

① 

令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受

給
権
を
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③ 

戦
没
者
な
ど
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄

弟
姉
妹
（
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、
生

計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件

に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。）

④ 

①
〜
③
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の
三
親
等
内

の
親
族
（
甥
、
姪
な
ど
。
戦
没
者
な
ど
の

死
亡
時
ま
で
、
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生

計
関
係
を
有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。）

●
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
（
５
年
償
還
の
記
名
国
債
）

●
請
求
期
間

　

３
月
31
日
（
金
）
ま
で

※ 

請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

退
職
し
た
と
き
は

就
職
し
た
と
き
は

就
学
で
他
市
町
へ
住
民
票
を
移
す
と
き
は

接
骨
院
や
整
骨
院
を
受
診
さ
れ
る
人
へ

　
第
三
者
行
為
（
交
通
事
故
な
ど
）
の

被
害
に
遭
っ
た
ら
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まちからのお知らせ

香美町香美町
地域おこし地域おこし
協力隊日記協力隊日記

第61話第 61話

　

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
藤

田
サ
ク
ラ
で
す
。
こ
の
３
月
で
空
き
家
バ
ン

ク
・
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
任

期
が
終
了
し
、
卒
業
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
隊
員
と
し
て
過
ご
し
た
３
年
間

を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
引
っ
越
し
て
す
ぐ
に
し
た
こ
と
は
、

香
美
町
暮
ら
し
で
は
必
須
と
言
え
る
、
運
転

免
許
を
取
る
こ
と
で
す
。
ド
イ
ツ
に
住
ん
で

い
た
こ
と
か
ら
、
思
わ
ず
教
習
所
内
の
右
車

線
を
走
り
出
し
た
く
な
る
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

香
美
町
の
印
象
は
、
東
京
と
比
べ
て
面
白

く
話
さ
れ
る
人
が
多
く
、
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん

だ
町
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
海
が
透
明

で
綺
麗
な
こ
と
、
山
に
雲
が
か
か
っ
て
い
る

姿
が
美
し
く
、
今
ま
で
に
見
た
こ
と
が
無
い

景
色
で
し
た
。
で
き
る
こ
と
な
ら
数
カ
月
は

仕
事
も
行
か
な
い
で
、
ぼ
ん
や
り
眺
め
て
い

た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
は
秘
密
で
す
。

　

３
年
が
過
ぎ
、
部
屋
に
ア
リ
の
行
列
が
で

き
て
も
、
出
入
り
口
を
パ
テ
で
埋
め
れ
ば
良

い
の
で
「
問
題
無
し
」
と
言
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
し
、
カ
メ
ム
シ
に
ド
キ
ッ
と
は
し

ま
す
が
、
そ
の
後
の
一
連
の
対
応
は
さ
っ
と
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
新
た
な
脅
威
で

あ
る
ム
カ
デ
に
比
べ
れ
ば
、
カ
メ
ム
シ
は
か

わ
い
い
部
類
で
す
。
今
に
至
っ
て
は
、
ム
カ

デ
も
熊
よ
り
は
怖
く
な
い
と
思
い
始
め
て
い

ま
す
。
だ
い
た
い
の
こ
と
が
「
ベ
タ
ー
ザ
ン

熊
」
の
精
神
で
す
。
草
刈
り
機
も
買
い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
少
し
ず
つ
で
す
が
、
一
人
前
の
香

美
町
民
に
近
づ
い
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　

３
年
間
、
空
き
家
バ
ン
ク
や
移
住
定
住
の

仕
事
、
そ
れ
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
人
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
何
も
知
ら
な
い
場
所

に
引
っ
越
し
て
き
て
、
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ

ら
れ
た
の
は
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
し
た
。
走

馬
灯
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
人
の
顔
が
浮
か

ん
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
村
岡
区
柤
岡
を

中
心
に
自
身
の
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
い
つ
の
日
か
、
お
会
い
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
３
年

間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲ 空き家バンクで成約した元空き家を
紹介する藤田隊員

町ホームページ
水道使用についての

お願い

上下水道課からの上下水道課からの
お知らせお知らせ

●問い合わせ先
　役場上下水道課

水
道
メ
ー
タ
ー
の
確
認
を
！

水
道
メ
ー
タ
ー
の
確
認
を
！

上
下
水
道
料
金
の
振
替
予
定
日

上
下
水
道
料
金
の
振
替
予
定
日

　

上
下
水
道
料
金
は
、
２
カ
月
ご
と
（
月
初

め
）
に
行
う
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
で
確
認
し

た
使
用
水
量
に
応
じ
て
算
定
し
ま
す
。

　

万
一
、
宅
内
水
道
管
の
破
損
な
ど
で
漏
水

が
発
生
し
て
い
る
場
合
、
料
金
の
算
定
に
影

響
し
ま
す
。
特
に
、
冷
え
込
み
の
厳
し
い
時

期
は
凍
結
に
よ
る
破
損
が
発
生
し
や
す
い
の

で
、
次
回
の
検
針
ま
で
に
次
の
手
順
に
よ
っ

て
各
家
庭
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

①
宅
内
の
蛇
口
を
す
べ
て
閉
め
る
。

②
水
道
メ
ー
タ
ー
内
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
ラ
ン

プ
（
銀
色
の
コ
マ
）
の
状
態
を
確
認
す
る
。

コ
マ
が
回
っ
て
い
る
場
合
は
、
漏
水
し
て

い
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
速
や
か

に
町
指
定
工
事
店
に
修

理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
漏
水
箇
所
に
よ
っ

て
は
、
上
下
水
道
料
金

の
一
部
を
軽
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
上
下
水
道
料
金
の
口
座
振

替
予
定
日
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。
各
期
日

ま
で
に
振
替
口
座
の
残
高
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、
上
下
水
道
料

金
の
算
定
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で

す
が
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
自
転
車
、

バ
イ
ク
、
植
木
鉢
な
ど
が
置
か
れ
て
い
る
と

検
針
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
次
回
の

検
針
ま
で
に
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
付
近
に
犬

な
ど
の
ペ
ッ
ト
を
つ
な
が
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ス
ム
ー
ズ
な
検
針
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●口座振替予定日

令和 5年

4月分 5月 1日（月）

5月分 5月 31日（水）

6月分 6月 30日（金）

7月分 7月 31日（月）

8月分 8月 31日（木）

9月分 10月 2日（月）

10月分 10月 31日（火）

11月分 11月 30日（木）

12月分 12月 28日（木）

令和 6年

1月分 1月 31日（水）

2月分 2月 29日（木）

3月分 4月 1日（月）

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
協
力
の
お
願
い

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
協
力
の
お
願
い

パイロットランプ
（銀色のコマ）



9 －広報 ふるさと香美 2023.3

れ さ いん

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

こ
ど
も
た
ち
に
夢
と
未
来
を
つ
な
ぐ
ま
ち
香
美
町

こ
ど
も
た
ち
に
夢
と
未
来
を
つ
な
ぐ
ま
ち
香
美
町

●
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

０
７
９
６
・
34
・
９
６
０
０

　

役
場
健
康
課

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
の
ご
案
内

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
の
ご
案
内

　

本
町
で
は
、
国
が
創
設
し
た
「
出
産
・

子
育
て
応
援
交
付
金
」
に
基
づ
き
「
香
美

町
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
事
業
」
を

令
和
５
年
２
月
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
伴
走
型
相
談
支
援

伴
走
型
相
談
支
援
と
経経

済
的
支
援
（
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金

済
的
支
援
（
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金

の
支
給
）

の
支
給
）
と
を
一
体
的
に
実
施
し
、
す
べ

て
の
妊
産
婦
や
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て

出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
も
の
で
す
。

　

妊
婦
や
主
に
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
子
育

て
家
庭
を
対
象
に
、
出
産
や
育
児
な
ど
の
見

通
し
を
立
て
る
た
め
の
「
子
育
て
プ
ラ
ン
」

を
、
町
の
保
健
師
や
助
産
師
が
面
談
を
通
し

て
一
緒
に
考
え
ま
す
。
面
談
時
に
は
、
産
後

ケ
ア
や
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
な
ど
の
子
育
て

に
関
す
る
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
、
子
育

て
に
関
す
る
情
報
を
継
続
的
に
提
供
し
ま
す
。

　

出
産
育
児
関
連
用
品
の
購
入
や
子
育
て
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど
、
子
育
て
に
か
か

る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
伴
走

型
相
談
支
援
を
受
け
た
人
に
対
し
、
妊
婦
を

対
象
に
し
た
『
出
産
応
援
給
付
金
』、
子
ど

伴
走
型
相
談
支
援
に
つ
い
て

伴
走
型
相
談
支
援
に
つ
い
て

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
に
つ
い
て

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
に
つ
い
て

●
面
談
の
時
期

①
妊
娠
届
時

②
妊
娠
８
カ
月
ご
ろ

③
出
産
か
ら
生
後
４
カ
月
ご
ろ

●
面
談
の
方
法

① 

妊
娠
届
時
に
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
ま
す
。

②
妊
娠
８
カ
月
ご
ろ
に
訪
問
し
ま
す
。

③
出
産
後
は
新
生
児
訪
問
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

※ 

里
帰
り
先
で
の
訪
問
を
希
望
す
る
人
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

令
和
５
年
２
月
以
降
の
母
子
健
康
手
帳
の

交
付
は
す
べ
て
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
す
。
交
付
日
は
下
表
の
通
り

で
す
（
日
程
調
整
可
能
・
要
予
約
）。

　

ま
た
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
は
助
産
師
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
に
寄
り
添
い
、

健
や
か
な
子
育
て
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
気

軽
な
気
持
ち
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●母子健康手帳の交付日

令和 5年

3月 20日（月）

令和 5年

10月
6日（金）

4月
7日（金） 16日（月）
17日（月）

11月
2日（木）

5月
12日（金） 20日（月）
22日（月）

12月
1日（金）

6月
2日（金） 18日（月）
19日（月）

令和 6年

1月
5日（金）

7月
7日（金） 15日（月）
18日（火）

2月
2日（金）

8月
4日（金） 19日（月）
28日（月）

3月
1日（金）

9月
1日（金） 18日（月）
19日（火）

も
の
養
育
者
を
対
象
と
し
た
『
子
育
て
応
援

交
付
金
』
を
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
対
象
者

　

本
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
妊
婦
お
よ
び
子

ど
も
の
養
育
者

※
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

給
付
金
の
支
給
に
は
伴
走
型
相
談
支
援
に

伴
う
面
談
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
要
件

と
な
り
ま
す
。

※ 

「
出
産
応
援
給
付
金
」
は
妊
娠
届
を
提
出

後
、
流
産
な
ど
で
出
産
に
至
ら
な
か
っ
た

場
合
も
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

事
業
の
開
始
は
令
和
５
年
２
月
か
ら
で
す

が
、
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
事
業
開
始

ま
で
に
出
産
し
た
人
、
お
よ
び
妊
娠
届
を

提
出
し
た
人
に
つ
い
て
も
支
給
の
対
象
と

し
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
人
に
は
申
請
書

な
ど
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
支
給
内
容

• 

出
産
応
援
給
付
金
…
５
万
円

• 

子
育
て
応
援
給
付
金
…
５
万
円

●
申
請
書
の
配
布
方
法

•  

出
産
応
援
給
付
金
…
妊
娠
届
時
の
面
談
後

に
配
布

•  

子
育
て
応
援
給
付
金
…
新
生
児
訪
問
な
ど

で
の
面
談
後
に
配
布

●
支
給
方
法

　

給
付
金
の
支
給
は
、
申
請
書
を
受
理
後
に

審
査
を
行
い
、
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

　

そ
の
他
、
不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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●問い合わせ先　町教育委員会こども教育課

　現在の日本は「知識基盤社会」を迎えています。幅広い知識と柔軟な思考に基づき判断する力や、変化に対

応する能力が求められています。未来を切り開く学力として求められるものは多種多様ですが、その基盤とな

るものは「読み・書き・計算」であり、小学校において要となる教科は、国語科と算数科です。

　本町では、令和 3年度から香美町小学校国語科・算数科学力向上事業を立ち上げ、教師が大学教授から実

践的な指導を受けて授業の質を高めることにより、知識基盤社会を生き抜く児童の育成に取り組んでいます。

【日々の授業を通じて子どもたちへ還元】

　上記の講演や模擬授業などの研究会を通じ、教師の国語科・算数科の授業力を向上させ、子どもたちへの

授業を新しい学力観を踏まえた「主体的、対話的で深い学び」を実現するものへと改善しています。

未来の「知識基盤社会」を切り開く力を育成するための挑戦！未来の「知識基盤社会」を切り開く力を育成するための挑戦！
香美町小学校国語科・算数科学力向上事業香美町小学校国語科・算数科学力向上事業

　新学習指導要領では、知識や技術を中心にしていた旧来

の学力観から、学習過程や変化への対応力の育成などを重

視した新しい学力観が求められるようになりました。児童

・生徒の思考力や問題解決能力などをより重視するように

なったとともに、教師の役割も、旧来の指導から支援・援

助の姿勢へ転換を打ち出しています。

　そこで、國學院大學の田村学教授に、新学習指導要領が

求めている学力とは何であるかを講演していただき、新し

い学力観に基づく「主体的、対話的で深い学び」の授業と

はどのようなものであるか、教師間の共通理解を図った上

で学力向上事業に取り組んでいます。

新しい学力観の共通理解

▲「主体的、対話的で深い学び」の授業とは？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国語科の取り組み：教師の授業力アップを目指す

算数科の取り組み：授業の実践指導を重視

　国語科では、神戸親和女子大学の齋藤隆彦教授と姫路大

学の長
は せ

谷浩
ひ ろ な り

也教授が、大学で行っている講義と同じ形式で

講演を行い、具体的な教材を用いて授業実践力の向上を図

りました。また、教師が子ども役になり「大造じいさんと

ガン」の模擬授業を行い、物語文における「見方・考え方

を働かせる読みの指導」について学びました。

　算数科では「つまずきポイント算数」を活用し、教師が

子ども役になり、新しい学力観を踏まえた「5年生小数の

かけ算」の模擬授業を行いました。また、東京理科大学が

開催している「算数 / 数学・授業の達人大賞」を受賞した

畿央大学の椎名美穂子教授に講演を行っていただき、授業

力向上に役立つ実践指導について学びました。▲模擬授業後のグループディスカッション
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香
美
町
障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議

会
で
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
従
事

す
る
支
援
者
が
、
次
の
３
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
地
域
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
（
子
育
て
や

社
会
参
加
・
権
利
擁
護
な
ど
）

②
生
活
・
し
ご
と
グ
ル
ー
プ
（
働
き
や

す
い
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
や
移
動
手
段

な
ど
）

③
相
談
支
援
グ
ル
ー
プ
（
相
談
支
援
専

門
員
の
人
材
育
成
や
他
制
度
と
の
連

携
な
ど
） ♥♥

♥応援隊応援隊
地域福祉地域福祉

問い合わせ先　役場福祉課問い合わせ先　役場福祉課

「
香
美
だ
し
け
ぇ
Ｋ
ａ
ｍ
ｉ
っ
て
ん
ね
ん
」

「
香
美
だ
し
け
ぇ
Ｋ
ａ
ｍ
ｉ
っ
て
ん
ね
ん
」

を
開
催
し
ま
し
た

を
開
催
し
ま
し
た

　

今
回
は
、
地
域
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
が
主
催

し
た
、
障
害
の
あ
る
人
に
よ
る
作
品
展
『
香

美
だ
し
け
ぇ
Ｋ
ａ
ｍ
ｉ
っ
展
ね
ん
』
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
作
品
展
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
社
会

参
加
で
き
る
場
づ
く
り
を
目
的
に
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
で
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

展
示
す
る
作
品
は
、
何
ら
か
の
障
害
が
あ
る

人
が
制
作
し
た
絵
画
や
音
楽
、
編
み
物
、
木

工
作
品
な
ど
で
、
約
40
点
を
昨
年
11
月
８
日

か
ら
11
月
30
日
ま
で
、
町
内
３
区
の
各
会
場

で
展
示
し
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た

素
晴
ら
し
い
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た

　

特
別
支
援
学
校
の
児
童
・
生
徒
や
障
害
福

祉
事
業
所
の
通
所
者
な
ど
の
団
体
作
品
、
個

人
制
作
の
趣
味
・
趣
向
を
凝
ら
し
た
多
種
多

様
な
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

視
覚
障
害
の
あ
る
人
が
得
意
の
ハ
ー
モ
ニ

カ
演
奏
を
Ｃ
Ｄ
に
録
音
し
た
作
品
や
、
段

ボ
ー
ル
で
作
っ
た
大
き
な
御
神
輿
、
大
き
な

壁
紙
に
描
い
た
絵
な
ど
力
作
が
多
く
「
素
晴

ら
し
か
っ
た
。
来
年
も
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
展
示
し
た
作
品
か
ら
「
香
美
町
自

立
支
援
協
議
会
会
長
賞
」「
町
長
賞
」「
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
賞
」
と
今
年
新
た
に
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
投
票
で
決
定
す
る
「
Ｋ
ａ
ｍ

ｉ
っ
て
る
で
賞
」
の
４
賞
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。「
Ｋ
ａ
ｍ
ｉ
っ
て
る
で
賞
」
は
最
多
投

票
数
が
同
数
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
２
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
入
賞
し
た
作
品
は
、
３

月
に
開
催
予
定
の
『
町
障
害
者
地
域
自
立
支

援
協
議
会
本
会
議
』
で
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
作
品
展
に
出
品
し
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
、
ま
た
各
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

嬉
し
い
言
葉
な
ど
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
大

勢
の
皆
さ
ん
に

に
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

【町自立支援協議会会長賞】【町自立支援協議会会長賞】

【町長賞】【町長賞】

【Kami ってるで賞】【Kami ってるで賞】 【Kami ってるで賞】【Kami ってるで賞】

小代会場の様子小代会場の様子
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活活費費 相相談

【事例 1】

　娘がマンションを借りる

ことになったが、事情が

あって入居前に解約を申し

出た。しかし、支払ったお

金はほとんど返金できない

といわれた。

【事例 2】

　賃貸マンションを退去し

た後、ハウスクリーニング

費用などを含む高額な原状

回復費用を請求された。支

払わなければならないか。

新しい部屋で新生活！新しい部屋で新生活！
～賃貸借契約を理解しよう～～賃貸借契約を理解しよう～

相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

【ひとことアドバイス】

● 契約前に書類の内容をよく確認しましょう。特にペットの飼育可否

などの禁止行為や、修繕に関する事項、退去する際の費用負担に関

する事項や特約について、必ず確認しましょう。

● 入居前に日付を入れて写真に残すことも有効です。

● 入居中に、雨漏りやトイレの水漏れなどのトラブルが

発生したら、すぐに貸主側に連絡し、相談しましょう。

● 賃貸物件は借りているものであることを意識して、日頃からできる

だけきれいに使うことを心掛けましょう。

● 退去時、納得できない費用を請求された

ときは、国土交通省が定める「原状回復

をめぐるトラブルとガイドライン」を参

考に、貸主側に説明を求め、よく話し合

いましょう。

 

●
問

い
合
わせ先　役場

町
民

課

環
境
衛

生
からのお知
ら
せｅｃｏ

　春は転勤や入学などによる引っ越しや片付けで、

大量の粗大ごみが出ることがあります。そのような

場合の粗大ごみの出し方や注意点は以下の通りです。

① 「ごみの分け方・出し方ハンドブック」で分別方

法を確認してください。

②  袋に入る場合は燃やさないごみ袋に入れ、入らな

い場合は粗大ごみシールを貼ってください。

③  ごみカレンダーの粗大ごみの日に、地区で決めら

れた場所に出してください。 

引っ越しなどで出るごみ引っ越しなどで出るごみ

① 町が収集できる粗大ごみの大きさは【縦 0.9 ｍ×

横 1.8m×奥行 0.5m】以内です。

　※ 大きさが上記以上の場合は、クリーンパーク北

但へ直接持ち込んでください。搬入可能な大き

さは【縦 1.5m ×横 2m ×奥行 1m 以内】、10

㎏ごとに 100 円の処理手数料が必要です。

② ごみが大量にある場合など、自身で運搬できない

時は、許可業者へ依頼してください（有料）。

③ ごみステーションは皆さんが利用されます。一度

に大量に出すことは避けましょう。

④ 冷蔵庫、冷凍庫、エアコン、テレビ、洗濯機、衣

類乾燥機、パソコンは法律でリサイクルが義務付

けられているため、収集、持ち込みともにできま

せん。販売店などにご相談ください。

⑤ タイヤや原動機付自転車なども収

集、持ち込みともにできません。

販売店や専門の

処理業者に依頼

してください。

国土交通省ホームページ
「原状回復をめぐるトラブル
とガイドライン」について

町ホームページ
ごみの出し方・分け方

●粗大ごみの出し方

●注意点



13 －広報 ふるさと香美 2023.3

けいじばんまちからの情報

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
（
要
予
約
）

無
料
相
談
会
（
要
予
約
）

●
と
き
・
と
こ
ろ

　

４
月
15
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
16
時

　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

市
民
活
動
室
Ｂ

●
内
容

土
地
建
物
登
記
、
土
地
境
界
に
関
す
る
相
談

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

　

兵
庫
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
但
馬
支
部

　

０
７
９
６
・
23
・
３
８
６
０

※
前
日
の
17
時
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

司
法
書
士
に
よ
る

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会
（
要
予
約
）

無
料
法
律
相
談
会
（
要
予
約
）

町ホームページ
各種相談窓口

●
改
正
点

「
豊
岡
市
」
と
「
美
方
郡
」
が
一
つ
の
選

挙
区
と
な
り
ま
す
。

●
投
票
日
お
よ
び
投
票
時
間

　

４
月
９
日
（
日
）

　

７
時
〜
20
時（
御
崎
投
票
所
は
19
時
ま
で
）

●
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
、買
い
物
、レ
ジ
ャ
ー

な
ど
の
予
定
が
あ
る
人
は
、
期
日
前
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点

か
ら
も
、
期
日
前
投
票
を
積
極
的
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

• 

期
間
お
よ
び
時
間

　

４
月
１
日
（
土
）
〜
８
日
（
土
）

　

８
時
30
分
〜
20
時

• 

期
日
前
投
票
所

役
場
本
庁
舎
、
村
岡
地
域
局
、
小
代
地
域
局

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課

兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙

兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙

開　
　

催

開　
　

催

募　
　

集

募　
　

集

●
と
き
・
と
こ
ろ

　

４
月
15
日
（
土
）
13
時
〜
16
時

　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
テ
ィ
７
階
）

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

　

兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬
支
部

　

０
７
９
６
・
23
・
７
８
１
７

※
相
談
受
付
専
用
番
号
（
平
日
の
み
）

※
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
令
和
55
年
度
第

年
度
第
11
回
兵
庫
県
警
察
官

回
兵
庫
県
警
察
官

労
働
基
準
監
督
官

労
働
基
準
監
督
官

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
の
イ
ベ
ン
ト

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
の
イ
ベ
ン
ト

●
採
用
予
定
人
員

【
一
般
区
分
】

• 

Ａ
（
４
年
制
大
学
の
既
卒
者
ま
た
は
令
和

６
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
）
…

男
性
１
６
５
人
、
女
性
25
人

• 

Ｂ
（
Ａ
区
分
以
外
の
人
（
高
等
学
校
を
令

和
６
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
を

除
く
））
…
男
性
20
人
、
女
性
10
人

【
特
別
区
分
】

　

サ
イ
バ
ー
捜
査
…
４
人

　

心
理
相
談
…
２
人

　

武
道
…
４
人

●
申
込
受
付
期
間

　

３
月
17
日
（
金
）
〜
４
月
７
日
（
金
）

●
申
込
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
電
子
申
請
）
の
み

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
県
警

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
試
験
日

　

５
月
４
日
（
木
）

●
問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
警
察
官
採
用
セ
ン
タ
ー

０
１
２
０
・
１
４
５
・
３
１
４

　

美
方
警
察
署

０
７
９
６
・
82
・
０
１
１
０

春
の
植
物
観
察
会

●
と
き

　

４
月
16
日
（
日
）　

午
前
の
部
…
９
時
〜
、

午
後
の
部
…
13
時
〜

●
定
員

20
人
（
高
校
生
以
上
、
先
着
順
、
１
日
通
し
可
）

春
の
里
山
を
楽
し
も
う
！
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１

●
と
き

　

４
月
23
日
（
日
）
９
時
〜
13
時
ご
ろ

●
定
員

30
人
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
、先
着
順
）

【
各
イ
ベ
ン
ト
共
通
】

●
と
こ
ろ

　

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
の
里
山

●
参
加
費

　

無
料

●
申
込
期
間

　

４
月
４
日
（
火
）
〜
11
日
（
火
）

●
申
込
方
法

　

メ
ー
ル
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

豊
岡
市
及
び

美
方
郡
選
挙
区

選
挙
区
名

美
方
郡
選
挙
区

豊
岡
市
選
挙
区

選
挙
区
名

豊
岡
市

美
方
郡

区
域

美
方
郡

豊
岡
市

区
域

2
人

定
数

1
人
1
人
定
数

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
（
北
但
行
政
事
務
組
合
）

　

０
７
９
６
・
21
・
９
１
１
０

　

０
７
９
６
・
21
・
９
１
０
２

event@
hokutan.jp

兵庫県警察本部 警察官採用センター

FAXFAX

　

労
働
基
準
監
督
官
は
労
働
条
件
の
確
保
・

向
上
な
ど
を
任
務
と
す
る
専
門
職
員
で
す
。

受
験
資
格
、
採
用
予
定
者
数
な
ど
は
、
厚
生

労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
込
受
付
期
間

　

３
月
20
日
（
月
）
ま
で

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
の
み

●
問
い
合
わ
せ
先

　

兵
庫
労
働
局
総
務
部
総
務
課
人
事
係

　

０
７
８
・
３
６
７
・
９
１
７
１

厚生労働省ホームページ
労働基準監督官
採用試験
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フォトニュース！

　1月 28 日、平家の落人伝説で知られる香住区御

崎集落で、800 年以上続く伝統行事「百手の儀式」

が 3年ぶりに行われました。

　当日は雪が降るなか、平内神社宮総代や射手役、

矢持役などが「控え、控え、脇に寄れ」と声を合わ

せながら神社まで練り歩きました。境内では源氏の

目に見立てた丸が描かれた的をめがけ、3人の射手

役が 101 本の竹の矢を放ち、的に当たるたびに周

囲から歓声が上がっていました。

　初めて射手役を務めたという御崎出身で大阪府の

中学校に通う門脇寛
か ん た ろ う

太朗さんは「かなり力が必要で

難しかった。次に射手役になったらもっと当たるよ

うに頑張りたい」と振り返りました。 ▲石垣の上から弦を引き絞り、狙いをつける射手ら

伝統行事を次代へ受け継ぐ　伝統行事を次代へ受け継ぐ　～百手の儀式～～百手の儀式～

▲おいしいカニの見分け方を真剣に聞く参加者

　2月 11日、ジオパークと海の文化館で、ジオパー

クについての知識とカニのさばき方を学ぶ「ジオカ

フェ」が開催され町内外から 12人が参加しました。

　これは、魚食普及や水産業の振興などを目的に活

動する「香美町とと活隊」が、特産であるカニを身

近に感じてもらうことを目的に開催したものです。

　参加者らは、隊員の手ほどきを受けながら生きた

若松葉（水ガニ）をさばいてカニ味噌や脚の身を取

り出したほか、ゆでた香住ガニの身の取り出し方も

実践し、楽しげに2種類のカニを食べ比べていました。

　同区無南垣から参加した女性は「改めてさばいて

みてとても勉強になった。カニを買って家でも食べ

たい」と充実した様子で話しました。

さばいて食べてカニの魅力を実感　さばいて食べてカニの魅力を実感　～「ジオカフェ」カニのさばき方～～「ジオカフェ」カニのさばき方～

　2月 3日、村岡区板仕野で「村高除雪隊」による

除雪活動が行われ、生徒 14人が汗を流しました。

　「村高除雪隊」は村岡高校の生徒の有志で組織し、

地域などからの要請を受け除雪を行っており、この

日は板仕野区の区長から「地区での除雪が追いつい

ていない」との声を受け活動を行いました。

　60cm ほどの雪が積もった同区の公会堂まで続く

細い道や防火水槽周辺を中心に作業。固くなった雪

に苦戦しながらも、生徒同士で協力し合い、次々と

雪を水路へ運んで行きました。

　参加した 2年生の田野汐
し お ん

恩さんは「地域に貢献

できる作業ができてうれしく思っている。これから

も機会があれば参加したいです」と話しました。

地域の安全のためにできることを　地域の安全のためにできることを　～「村高除雪隊」出動～～「村高除雪隊」出動～

▲防火水槽の上に積もった雪をスノーダンプで運ぶ生徒ら
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まちの話題をピックアップ

　2月 14 日、小代いこいの里で、小代地区公民館

と小代子育て・子育ち支援センターが主催するバレ

ンタイン親子クッキングが行われ、小代区内の未就

学児がいる親子 4組が参加しました。

　当日は、製菓衛生師の田中良子さんを講師に迎え、

チョコクランチやチョコムース、炊飯器を使ったカ

ステラケーキづくりに挑戦。子どもたちはお母さん

に手伝ってもらいながらチョコレートを砕いたり、

クリームを絞ったりして、お父さんにプレゼントす

るお菓子を一生懸命に仕上げていました。

　作ったお菓子のうちカステラケーキを頬張った子

どもたちは「おいしい！」と満面の笑みでお母さん

に伝えて、お菓子の出来に満足そうでした。 ▲チョコムースの上に慎重にクリームを載せていく子ども

お父さんは喜んでくれるかな？　お父さんは喜んでくれるかな？　～バレンタイン親子クッキング～～バレンタイン親子クッキング～

　2月 16 日、小代小学校で、小代区出身で但馬牛

の礎を作った「前田周助」の授業が行われました。

　これは、学校間スーパー連携チャレンジプランの

一環として行われたもので、小代小学校と射添小学

校の 4年生合わせて 22人が一緒に勉強しました。

　講師は小代古代体験の森で“古代森太郎”として

活動する井上克己さんが務め、前田周助の紙芝居を

披露。児童らはメモを取りながら真剣に聞き「小代

牛の色は？」「いい牛の見分け方は？」と興味を持っ

たことを積極的に質問していました。

　小代小の中井唯
ゆ い と

人さんは「前田周助さんのことは

知っていたけど改めてよくわかった。やっぱり小

代ってすごい」と嬉しそうに話しました。

地元の名牛のルーツを学ぶ　地元の名牛のルーツを学ぶ　～学校間スーパー連携チャレンジプラン・前田周助紙芝居～～学校間スーパー連携チャレンジプラン・前田周助紙芝居～

▲

　2月 18 日、JR 香住駅で、「トワイライトエクス

プレス瑞風」のクルーとの交流会が行われました。

　これは、本町への立ち寄り観光を行っている「瑞

風」の出迎えをしてくれている地元住民への感謝を

込め、JRからの提案で実現したものです。

　当日は、記念グッズのプレゼントのほか、観光地

への移動に使う「瑞風バス」を背景に、クルーらと

の撮影会を実施。列車長を務める亀井麻未さんらが、

貸し出した制服や帽子を身にまとった子どもたちと

笑顔で撮影に応じ、感謝の気持ちを伝えていました。

　香住区若松から友人らと訪れていた西上知
は る き

岐さん

（7）は「瑞風も働いている人もかっこよかった。い

つか乗ってみたいです」と興奮した様子でした。 ▲瑞風バスの前で記念撮影するクルーと子どもたち

温かいお出迎えへの感謝を込めて　温かいお出迎えへの感謝を込めて　～トワイライトエクスプレス瑞風交流会～～トワイライトエクスプレス瑞風交流会～
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※下記の予定は変更となることがあります。
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●義援金募集期間

　2月 10日（金）から当分の間

●振込口座

• 銀行名　三井住友銀行　兵庫県庁出張所

• 口　座　普通　3294169（振込手数料は無料）

• 名　義　令和5年トルコ地震兵庫県義援金募集委員会

※順次金融機関追加予定

●問い合わせ先

令和 5年トルコ地震兵庫県義援金募集委員会事務局

　（兵庫県危機管理部防災支援課内）

　078・362・9870

　トルコ地震災害の被災者に温かい支援を！　トルコ地震災害の被災者に温かい支援を！

令和 5年トルコ地震義援金募集令和5年トルコ地震義援金募集

※求人への応募にはハローワークの「紹介状」が必要です。

（1/21 ～ 2/21 までの申込求人） 応急手当実施者に応急手当実施者に
感謝状が贈呈されました感謝状が贈呈されました

　意識呼吸がない女性の救命活動を行った、役場職員の

西浦弘
こう に ん

仁さん、大島拓海さんに美方広域消防本部から感

謝状が贈呈されました。

　1月 20 日の正午過ぎ、商業施設前の人だかりの中で

倒れている女性を、通りかかった西浦さんが発見。観察

を行ったところ、呼吸意識がなかったため、胸骨圧迫を

開始するとともに AED の準備を指示しました。そこへ

居合わせた大島さんが香美町役場へ走り、AED を手配

しました。胸骨圧迫を約 4分間続けたところで女性の

目が開いて呼吸も戻り、徐々に受け答えもできるように

なったところで救急隊に引き継ぎ、幸いにも大島さんが

準備した AEDは使わずに済みました。

　女性はドクターヘリで公立豊岡病院へ搬送され、その

後、無事退院されました。

　感謝状を受けた西浦さんは「消防団時代に受けた講習

の知識が役に立った」と話し、大島さんは「当たり前の

ことをしただけ」と謙遜しつつ、2人で「女性が元気に

なってよかったです」と振り返りました。

▲感謝状を受け取った西浦さん（右から 2人目）、大島さん（同 3人目）

初心者テニス教室初心者テニス教室
●とき

　4月 2日（日）、9日（日）、16日（日）

　時間はいずれも 13時～ 15時

●ところ

　今子浦テニスコート

※雨天時は香住 B&G海洋センター

●受講料

1,000 円（複数回でも同一）

●申込期限

3 月 26 日（日）

●問い合わせ（申し込み）先

　香住 B&G海洋センター

　香美町硬式テニス協会員
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湯浅誠さん 講演会湯浅誠さん 講演会
－居場所をつくろう－－居場所をつくろう－

　いま、さまざまな人たちが気軽に居ることができる

「居場所」が必要とされています。このような「居場所」

づくりについて、NPO 法人むすびえ（全国こども食

堂支援センター）の理事長を務める湯浅誠氏を講師に

お話をしていただきます。

●とき

　3月 22日（水） 14時～ 16時（13時 30分受付開始）

●ところ

　浜坂多目的集会施設

●申込方法など

　名前、住所、連絡先をメールまたは FAX で連絡し

てください。定員は 100名で、参加費は無料です。

●問い合わせ（申し込み）先

NPO法人神戸の冬を支える会（兵庫県自立相談支援事業受託者）

　070・6548・8884（平日 10時～ 16時）

　078・271・3252

　ibasho@kobe-fuyu.org

FAXFAX

ま
た
明あ

し

た日
叶
ぬ
願
い
冬
の
荼だ

び毘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
佐
真
弓

春
立
つ
や
お
だ
て
る
夫つ

ま

と
初
滑
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸
本
文
枝

小こ

と

り鳥
来く

る
日
の
ぬ
く
も
り
と
う
れ
し
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
垣
博
子

停
電
や
お
家う

ち

キ
ャ
ン
プ
の
息い

き

白し

ろ

し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
和
美

朝
明
け
と
見
ま
ご
う
よ
う
な
冬
満
月
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と
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声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
者

絹
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と
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腐
を
煮
含
め
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卵
に
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じ
れ

ば
春
め
く
夕
べ　
　
　
　
　
　

池
田
惠
子

週
一
回
の
足
踏
み
体
操
に
は
り
き
れ
ば
次
の
日

の
朝
の
痛
み
の
激
し　
　
　
　

岸
本
美
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子

野
の
花
を
訪
い
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る
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び
に
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れ
る
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と

出
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て
う
れ
し
き
日
日
よ　

森
か
つ
子

振
袖
に
幸
せ
詰
め
込
み
し
今
日
の
日
は
大
人
の

自
覚
で
一
歩
踏
み
出
せ
よ　
　
　

村
栄
子

八
十
八
の
姉
と
七
十
八
の
わ
れ
手
を
つ
な
ぎ
行

く
少
女
の
よ
う
に　
　
　
　
　

選
者

♦
例
会
（
村
岡
区
中
央
公
民
館
）

　

俳
句
講
座

毎
月
第
二
木
曜
日

10
時
〜

香
美
町
高
齢
者
大
学

「
そ
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
」

短
歌
講
座

毎
月
第
三
火
曜
日

10
時
〜

〜
俳
句
講
座
〜  

選
者

栃
下

喜
幸

〜
短
歌
講
座
〜  

選
者

有
本

倶
子

芸術文化観光専門職大学×香美町芸術文化観光専門職大学×香美町
地域連携事業報告会地域連携事業報告会

　芸術文化観光専門職大学と香美町は「起業・創業」

をテーマとした地域連携事業に取り組み、本町におけ

る起業・創業のあり方や、これらによる地域活性化に

ついて検討してきました。

　このたび、調査・研究結果を踏まえ、報告会を開催

します。どなたでもご参加いただけますので、この機

会に一緒に香美町の活性化について考えてみませんか。

●とき

　3月 12日（日）　13時 30 分～ 15時 30 分

●ところ

　香住文化会館 3階　大会議室

●内容

　芸術文化観光専門職大学　助教　中村嘉雄氏

　「香美町における起業・創業を活用した地域活性化

　策について」　ほか

●問い合わせ先

　役場企画課
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まちのうごき
（令和 5年 1月 31 日現在）

人　口 15,991 人　（－ 29）

男 7,613 人　（－ 7）

女 8,378 人　（－ 22）

世帯数 6,375 世帯（－ 8）

（　）内は前月比

■編集後記■

　新型コロナの感染症法上の分類が「5類」に引き

下げられることが決まり、マスクについても個人の

判断での着用となります。以前の日常が戻って来た

と一安心ですが、コロナ禍で止まってしまっていた

行事・イベントなどを再び動かすには、大きなパワー

が必要です。文化・伝統・観光を守っていくために、

地域が一丸となって課題を考えていく必要がありそ

うです。（ふくい）

※ このコーナーは、承諾を得た人のみ掲載してい
ます（敬称略）。

行政区 氏名 性別 年齢 死亡日

 
 
 
 

 
 
 
 

※ このコーナーは、承諾を得た人のみ掲載してい
ます（敬称略）。

行政区 氏名 性別 保護者 出生日

　但馬広域行政事務組合は、令和５年４月１日から

下記のとおり移転します。

【新所在地】

　〒 668-0045 兵庫県豊岡市城南町 23-6

　　　　　　　　豊岡健康福祉センター 3階

　※ 電話番号、FAX番号などの変更はありません。

●問い合わせ先

　但馬行政事務組合

　0796・24・2247　　　0796・24・1613

但馬行政事務組合 事務所移転のお知らせ但馬行政事務組合 事務所移転のお知らせ

FAXFAX

 家畜の所有者は 家畜の所有者は
飼養状況などの報告が必要です飼養状況などの報告が必要です

　次の家畜の所有者は、家畜伝染病予防法に基づき、

毎年、当該家畜の飼養状況などを家畜保健衛生所に

報告する必要があります。

　報告様式は兵庫県の家畜保健衛生所ホームページ

からダウンロードできます。詳しくは朝来家畜保健

衛生所へお問い合わせください。

●対象家畜

　牛、水牛、馬、鹿、めん羊、山羊、豚、いのしし、

鶏、あひる、うずら、きじ、ほろほろ鳥、七面鳥、

だちょう

●問い合わせ先

　朝来家畜保健衛生所

　079・673・2331

　079・672・0506

兵庫県の家畜保健衛生所

FAXFAX

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://www.town.mikata-kami.lg.jp

総　務　課　36・1111

財　政　課　36・1942

企　画　課　36・1962

防災安全課　36・1190

税　務　課　36・1113

会　計　課　36・4321

町　民　課　36・1110

消費生活センター　36・1941

健　康　課　36・1114

保健センター　36・5008

福　祉　課　36・1964

いきいき相談センター　36・4004

農林水産課　36・0846

観光商工課　36・3355

建　設　課　36・1961

上下水道課　36・0420

議会事務局　36・1963

村岡地域局　94・0321( 代表 )

小代地域局　97・3111( 代表 )

教育委員会　94・0101

香住区中央公民館（香住区生涯学習センター）

　　　　　　36・3764

村岡区中央公民館 98・1366

小代地区公民館（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

香住文化会館　36・1026

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住地域福祉センター

　　　　　　　39・2050

村岡老人福祉センター

　　　　　　　98・1000

小代高齢者生活支援センター

　　　　　　　97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

ホームページ

援助や配慮を必要

とする人のための

マークです。思い

やりある行動を！

ヘルプマーク

※ QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

　休日に、たっぷり、ゆったり、本の世界に没頭するのもいいですが、短い時間で

少しずつ読み進めるには、細かい章に分かれている教養本がおすすめ！寝る前、休

み時間、病院の待ち時間など、スマホを本に持ち替えてみては？気分転換にもなり

ますよ。

図書室へ行こう♪
読書をしませんか？

今月のおすすめ図書今月のおすすめ図書 　各公民館で本の貸し出し、返却の連携をしていますので、借りたい本がない

場合など、お問い合わせいただくと最寄りの公民館で本を借りることができます。

すきま時間に、ちょこっと読み

（文：村岡区中央公民館　図書館司書　前田 雅美）

香住区中央公民館図書室 村岡区中央公民館図書室 小代地区公民館図書室

【本の借り方・返し方】

　初めに、図書室で利用カードの発行手続きをしてください。

　借りたい本と利用カードを、受付まで持参してください。

　返すときは本だけを受付に持参してください。

　目当ての本が見つからない場合は職員までお尋ねください。

小 小代地区公民館図書室所蔵

●●●●● ● 所蔵図書室 所蔵図書室 ●●●●●●

村 村岡区中央公民館図書室所蔵

▲和佐父地区を巡回する移動図書館車「やまなみ」

行政放送が聞き取れなかっ

た場合はお電話ください。

0120・63・1210
（通話料無料）

町ホームペー

ジでも最新の

放送内容を公

開しています。

村

小

　自分の「中」のことなのに、見

ることもできない、なかなか思い

通りにもならない人体の不思議を

「身近」に感じさせてくれる本で

す。さまざまな健康情報があふれ

るなか、医学の基本的な知識をわ

かりやすい文章で教えてくれます。

『すばらしい人体』

山本健人／著

ダイヤモンド社

母の友編集部／編

福音館書店

『こどもに聞かせる一日一話』

　雑誌「母の友」に連載された童

話から30話を選んでまとめられて

います。一話一話が短く「ぐりとぐ

らのピクニック」「だるまちゃんと

うらしまちゃん」「ぐるんぱのたん

じょうび」など、絵本にはなってい

ないお話もあるので、そろそろ寝る

前の読み聞かせは卒業かな？とい

う時期のお子さんにぴったりです。

小

村

田中靖浩／著

マガジンハウス

『名画で学ぶ
経済の世界史』

　ダ・ヴィンチやレンブラント、

モネやルノワールの名画を見なが

ら、その時代背景を読み解きます。

美術と経済と世界史を一度に学べ

る、お得な読みものです。

村
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と
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